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原著＜論文＞ 
「保育内容指導法 言葉」における学生の学び 
―実習での経験とのつながりに着目して― 
 
山本 聡子*1 
 
問題と目的 
保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領においては、
乳幼児期の発達をとらえる視点として 5 領域が設定され、それぞれの育ちに関する保育の
ねらいと内容が示されている。しかし、乳幼児期の発達は総合的なものであり、それぞれ
の領域が相互に関連しあって発達していくという見方を、保育者は常に持っていなくては
ならない。その中でも言葉の力は乳幼児期に大きく伸びるものであり、子どもの社会生活
や人とのかかわり、自己の確立、思考や問題解決力の基礎となること、さらに、周りの大
人との情緒的結びつきを基盤とした豊かなかかわりを中心とした環境が子どもの発達に大
きく関わることから、保育者を志す学生が子どもの言葉の発達の道筋について理解し、さ
らにその発達を促す保育の方法について学ぶことは、保育者養成課程において必要不可欠
だと言える。これらの理解を踏まえ、保育者養成課程における「保育内容指導法 言葉」
の学びが、ただ単に授業内での理解にとどまらず、実習や他の科目で得られた学びを通し
てどのように深まっていったか、どのような学びを得たかを明らかにすることは、授業内
容を精選・改善していくにあたって有用な情報となると考える。 
特に本研究では、学びの振り返りのキーワードとして、絵本の読み聞かせについての授
業での学び、及び実習での経験について尋ね振り返ってもらうこととする。絵本の読み聞
かせは時間的にも比較的短時間の活動であること、子どもは受動的な立場であること、絵
本を読み上げることが出来れば技術的には未熟でも活動としては成立することなどから、
学生としても実習の初期で比較的取り組みやすい活動であり、保育所実習や教育実習でし
ばしば部分実習として実習生に課せられる課題である。また、幼稚園教育要領の領域言葉
のねらいとして「（3） 日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本や物語
などに親しみ、先生や友達と心を通わせる。」、内容として「（9）絵本や物語などに親しみ、
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興味をもって聞き、想像をする楽しさを味わう。」、内容の取扱いとして「（3） 絵本や物
語などで、その内容と自分の経験とを結び付けたり、想像を巡らせたりするなど、楽しみ
を十分に味わうことによって、次第に豊かなイメージをもち、言葉に対する感覚が養われ
るようにすること。」と掲げられているように、絵本を通して仲間と楽しみを共有したり、
イメージを広げたりして楽しむことは、子どもが言葉を身につけていく過程において重要
なものであり、そのための保育内容の一つとして、保育の中に複数の子どもにむけた絵本
の読み聞かせが取り入れられていると考えられる。実習生にとっては、対象とする子ども
たちに合った絵本選び、活動の導入、絵本の読み方、子どもとの応答、活動の閉じ方など、
絵本の読み聞かせという一連の活動の中に、さまざまな課題がある。また一つの保育の活
動としてねらいを設定し、指導案を立てる必要もある。それらに対応する力をつけるため
に「保育内容指導法 言葉」の授業では、絵本の選び方、手遊び等を用いた導入、読み聞
かせの実践（模擬保育）といった、絵本に関わるさまざまな学習内容が取り入れられてい
る（平嶋 2017、本田 2017）。また、「保育内容指導法 言葉」の中にとどまらず、他の科
目と連携を行っている実践も報告されている（広渡ら 2012、鳥居ら 2017）。そのようにし
て「保育内容指導法 言葉」で学習するべき内容の大きな柱となっている絵本の読み聞か
せが、実際に実習ではどのように展開されており、どのような部分の学びがさらに必要と
なっているのか、学生自身はどう自己評価しているかなどを明らかにすることは、授業内
容を精選していくために重要なことであろう。 
以上より、本研究では、「保育内容指導法 言葉」の授業と実習での、絵本の読み聞か
せを中心とした学びについての学生の振り返りを通して、学生の学びの実感の様相を明ら
かにし、保育者養成課程における「保育内容指導法 言葉」の授業実践の改善の手掛かり
を得ることを目的とする。 
研究方法 
(1)データ収集の方法 
本研究では、学生が「保育内容指導法 言葉」の授業やそのほかの授業および実習を通
して学んだことをどのように実習での実践に生かしているか、また、どのようなことを学
びたいと考えているかの様相をとらえるため、4 人の保育学生に対するグループ・インタ
ビューの手法を援用してデータを収集した。 
グループ・インタビューとは、「ある属性を共有する少人数(6～12 人程度)の初対面の
人々が、あらかじめ決められた調査計画のもとに選択され、依頼されて一堂に会し、2 時
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間程度、くつろいだ雰囲気の対面的状況で、熟練の司会者の集団討議技術により、自由で
自発的な発言を行い、調査者がそれらを言語データとして記録・分析する社会調査技法の
こと」である(保坂他、2000)。保坂はグループ・インタビューを用いる意義として「『複数
の主観』によって議論がなされることによって、ひとりだけの観察者が陥りやすい独善性
を排除できる」「主観の集合としての『間主観性』が保証され、データの妥当性・信頼性・
客観性が企画設計・収集・分析の各ステップで保障されることにつながる」と述べている。
本研究では人数の点やインタビュー協力者同士が初対面でないという点でグループ・イン
タビューの手法そのままではないが、多様な視点を取り込んだ上で過去の実践を振り返り
自己の経験や思いを語りなおすことを促すために、グループ・インタビューの手法を取り
入れデータ収集を行った。 
今回のインタビューでは、保育科 2 年前期で履修した筆者担当の演習「保育内容 言葉」
における学びを踏まえ、特に読み聞かせに関する指導と実習での読み聞かせ等の実践を振
り返り、「読み聞かせに関する事前の授業での指導内容をどのように受け止めたか」「実習
で実際に読み聞かせを行った経験、その際に保育士に受けた指導」「実習を通して自分で感
じた学び」「読み聞かせに関して、短大でのほかの授業における学び」等について、またそ
のほかにも振り返って思いついたことについて自由に話すようにと伝えた。学生たちは、
1年次 11 月に教育実習Ⅰ、2月に保育実習Ⅰに赴き、「保育内容 言葉」の第 7・8回目の
間に 3回目の実習となる教育実習Ⅱを経験している。 
インタビュー協力者は、A 短期大学 2 年生 4 名である。2018 年 2 月 9 日に約 79 分間
のグループ・インタビューを行った。調査の開始前に研究目的及び倫理的配慮について書
面と口頭で説明を行い、協力の同意を得た。インタビュー内容はインタビュー協力者の承
諾を得て、IC レコーダーを用いてすべて録音した。そこで得られた総録音時間約 79 分の
音声データを文字データとして書き起こしたのちに、文脈を考慮しながらセグメント化し
た。総数 543 セグメントの内、雑談や今回のリサーチクエスチョンに対応しない部分は分
析対象から除外した。結果、102 セグメントを SCATによる分析対象とした。   
(2)分析の方法 
本研究では、データの分析・理論生成の方法として SCATを採用した。SCAT（Steps  for 
Cording and Theorization）は、大谷(2007、2011)が開発した質的研究の言語データ分析
のための手法である。その手順は、「マトリクスの中にセグメント化したデータを記述し、
そのそれぞれに、<1>データの中の着目すべき語句、<2>それを言い換えるためのデータ
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外の語句、<3>それを説明するための語句、<4>そこから浮き上がるテーマ、構成概念の
順にコードを考えて付していく 4 ステップのコーディングと、<4>のテーマ、構成概念を
紡いでストーリーラインを記述し、そこから理論を記述する手続き」からなりたっている。
この分析手法は、比較的小規模の質的データの分析にも有効であるという特徴を持つ。本
研究で対象とするデータは、時間にして約 79 分のグループ・インタビューを文字化した
ものであり、比較的小規模なデータであるといえるが、そこからでも理論を導き出すこと
ができ、その過程も可視化することができることから、SCAT が適していると判断し、分
析手法として採用した。 
結果と考察 
 (1)インタビューデータおよび分析結果 
グループ・インタビューの会話データの中で、本研究のテーマである「保育内容指導法 
言葉」の授業を中心とした保育者養成課程での領域言葉に関連する学生の学びの実感の様
相について言及されている 102セグメントを対象として、SCATの 4ステップでのコーデ
ィングを行ったものが＜付表 SCAT 分析表＞である。ここから、表 1 のようにストーリ
ーライン、理論記述を作成した。下線部は分析の結果表れた概念名である。 
 
表 1 ストーリーラインと理論記述 
ストーリ
ーライン 
( 現時点
で言える 
こと) 
<実習における学びについて> 
今回のインタビュー協力者の学生たちは、指導案を書かず読み聞かせ部分
実習をおこなっていることから、実践重視の考えが現場にあることがうかがわ
れ、学生たちも願い出て実践の機会を自ら増やすことも行なっている。実際に
読み聞かせを行う中で、保育者から読み方についてのアドバイスを得られるこ
ともあるが、読み方についてのアドバイスなしの場合には自力で学びながら、
成長の手応えを持っている。特に初期に絵本選びの難しさを感じ、「◯歳児向
け」など既成の基準を活用しているが、実践を通しての学びから、絵本につい
ての判断基準の獲得、子どもの視点の獲得が図られ、絵本選びに生かされるよ
うになる。実践を増やすと見て学ぶ機会が減るという難しさはあるが、保育士
の姿からの学びとしては、子どもをよく見ていることや、子どもの興味と生活
を即興的につなげる保育士の技を見て取っている。絵本の読み聞かせの展開に
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ついて、数を数える、行事について伝えるなど、ねらいに沿った展開や園によ
るやり方の違い、長期的視点に立った展開など、展開の多様性などを学びつつ、
中でも読み聞かせ前後の儀式的なやりとりについては、決まっていると楽と感
じる一方で決まったやり方への子どもの固定的反応に違和感を持ち、固定化し
たやり方への疑念を持ったり、時間合わせに絵本を読むなど、現場ならではの
現実への気づきも感じたりしている。 
<授業における学びについて> 
授業での学びについては、実習での読み聞かせを経験し、実践を通しての
振り返りを経て、引継ぎ方の重要性への気づき、より良いやり方への気づき、
読み聞かせに重要なものへの気づきなどを得て、メタ視点の獲得、成長の手応
え、自己の成長を実感し、授業での学びの有用性も実感している一方で、実践
を通じた見方や考え方の広がりから、授業で学んだ理論と授業での学びと実感
とのズレを感じ、授業での学びへの批判的検証もしながら、自分なりのやり方
の模索をし、理想とする姿の形成につなげている。授業での学びを実践に生か
す意識を持って学んでいるが、2 年間の学びを経て、短大での授業内容が手遊
びに偏重していることに気づき、授業内容が作る固定観念についてよくないこ
とと感じている。またそこから、絵本以外の言語文化財を学ぶ機会の少なさも
感じており、手遊び以外の遊びを教わることのできる授業に対しては、手遊び
以外の学びの評価しつつ、自分の弱みを意識して自分で補完している。また、
実習を経験したことで実習に向けて模擬保育の意義の再確認している。模擬保
育では、見てもらう側としてできていないことを指摘してほしい気持ちと、見
る側としてできていないことの指摘は難しいという、相反する気持ちがある。
自分もできていないからこそ指摘し合うのだという考えももっている。 
理論 
記述 
<実習における学びについて> 
 特に絵本の読み聞かせに関しては、保育者側にも学生にも実践重視の考え
がある。 
 実際に読み聞かせを行う中で、保育者から読み方についてのアドバイスを
得られることもあるが、読み方についてのアドバイスなしの場合には自力
で学びながら、成長の手応えを持っている。特に初期に絵本選びに難しさ
を感じているが、実践を通しての学びから、絵本についての判断基準の獲
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(2)「保育内容指導法 言葉」の授業を中心とした学生の学びの構造 
 以上の分析から、「保育内容指導法 言葉」の授業を中心とした保育者養成課程での
領域言葉に関連する学生の学びを構成する要素を抽出することができた。その全体の構造
は以下のように述べられる。 
実習においては、綿密に指導案を立ててから読み聞かせに臨み、実践の後振り返るとい
得、子どもの視点の獲得が図られ、絵本選びに生かされるようになる。 
 保育士の姿から、子どもをよく見ていることや、子どもの興味と生活を即
興的につなげる保育士の技を見て取っている。 
 絵本の読み聞かせの展開について、ねらいに沿った展開や園によるやり方
の違い、長期的視点に立った展開など、展開の多様性などを学びつつ、中
でも読み聞かせ前後の儀式的なやりとりについては、決まっていると楽と
感じる一方で決まったやり方への子どもの固定的反応に違和感を持ち、固
定化したやり方への疑念を持ったり、時間合わせに絵本を読むなど、現場
ならではの現実への気づきも感じたりしている。 
 授業での学びについては、実習での読み聞かせを経験し、実践を通しての
振り返りを経て、引継ぎ方の重要性への気づき、より良いやり方への気づ
きなどを得て、授業での学びの有用性も実感している一方で、授業での学
びと実感とのズレを感じ批判的検証もしながら、自分なりのやり方の模索
をし、理想とする姿の形成につなげている。 
<授業における学びについて> 
 授業での学びを実践に生かす意識を持って学んでいるが、2 年間の学びを
経て、短大での授業内容が手遊びに偏重していることに気づき、授業内容
が作る固定観念についてよくないことと感じている。手遊び以外の遊びを
教わることのできる授業に対しては、手遊び以外の学びの評価しつつ、自
分の弱みを意識して自分で補完している。 
 実習を経験したことで模擬保育の意義の再確認している。模擬保育では見
てもらう側としてできていないことを指摘してほしい気持ちと、見る側と
してできていないことの指摘は難しいという、相反する気持ちがある。自
分もできていないからこそ指摘し合うのだという考えももっている。 
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うよりも、空いた時間があったら何度でもできるだけ多く読み聞かせを行った方がよいと
いう、実践重視の傾向がある。保育者のアドバイスの有無によらず、回数を重ねることで
学びや成長の手ごたえを得ることができている。特に 1年次の実習では絵本選びに対する
判断基準を内面化しておらず、本に書かれた「○歳向け」といった外的な基準に依存して
絵本選びを行っている。しかし、実習中の読み聞かせをとして、子どもの反応に接するこ
とで、子どもの視点の獲得が図られ、絵本選びに生かされるようになる。 
また、自らの実践以外では、保育者が絵本を読み聞かせる姿を観察することにより、子
どもをよく見て援助を行っていることや、絵本から喚起された子どもの興味関心をその後
の生活の展開に即興的につなげていく巧みさなどに気づいている。 
絵本の読み聞かせの展開について、その時々の保育のねらいに沿って展開されることや、
読み聞かせの前後の決められた手順の有無などの園による違い、行事に向けて教材的に絵
本を用いるなど、様々な展開の仕方があることに気づいている。実習生として全てを肯定
的に受け止めているのではなく、固定化したやり取りに対しては、楽でいいと感じる一方
で、子どもの反応の様子から、そのやり方に疑問を持て居る。また、教育的なねらいを持
たず、時間合わせのために絵本を読むなど、現場ならではの現実への気づきもある。 
授業での学びについては、実習における読み聞かせの実践の振り返りを通して、読み聞
かせ後の担任保育者への引継ぎの重要性など、授業の学びの有用性を実感している。その
一方で、授業で学んだことと、実習で保育者に受けるアドバイスや、実践で感じる実感な
どとのずれも感じており、それに対して批判的な検討を加えつつ、自分なりのやりやすい、
より良いやり方を模索している。 
授業で学んだことは現場で生かし、試してみようとする姿勢を持っているが、2年間の
短大での学びと実習とを振り返り、読み聞かせに関連した導入についての授業内容が主に
手遊びで構成されている、手遊び偏重であることに気づき、1 年生の実習に対する悩みな
どにも接して、手遊びに対する固定観念があることを指摘している。手遊び以外の遊びを
教わることのできる授業での学びを取り込みつつ、自らも保育教材を作るなど、自分の弱
みを補完するようにしている。 
実習を経験して、模擬保育の意義について再認識しており、少人数携帯から全体での携
帯の模擬保育など、様々な形態で模擬保育を経験してから実習に臨みたいという考えを
持っている。また、見てもらう立場としては励ましの言葉や良かった点についてのコメン
トだけではなく、自分ができていない点を見指摘してほしいという思いもある。その一方
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で、見る立場として経験した、他の学生による模擬保育に対してコメントを送る立場となっ
た時には、できていない点について気づいても、自分もできていないかもしれないと考え
ると指摘しづらいという気持ちも持っている。自分もできていないからこそ、人の姿を通
して気づくことができるというプラスの捉え方もしながら、模擬保育を実践に生きるもの
にしようとしている。 
次に、上記の全体構造を構成する要素について、大きく実習における学びと授業におけ
る学びに分けて詳述する。 
＜実習における学び＞ 
①実践重視 
教職課程コアカリキュラム「保育内容の指導法(情報機器及び教材の活用を含む。)」に、
(2)『保育内容の指導方法と保育の構想』到達目標 3)「指導案の構成を理解し、具体的な保
育を想定した指導案を作成することができる。」という項目が挙げられていることからわか
るように、実践を行う前にこれまでの子どもの様子を振り返り、ねらいを設定して子ども
の姿を予想しながら指導案を立てる力を保育者養成課程で身につける必要がある。しかし
インタビュー協力者の実習園では、絵本の読み聞かせの部分実習では指導案の作成・提出
は要求されず、指導案を介した振り返りや反省会、アドバイスをもらう場などもなかった
とのことであった。ここから、絵本の読み聞かせについては子どもの前で実際に何度も実
践してみることで、自分で身に着けていくという方針を保育者が持っていることがうかが
われる。保育者は機会のあるごとに実習生に絵本の読み聞かせを任せる様子がインタビュ
ーで語られており、その経験から学生は成長を実感している一方で、絵本を読む場面をす
べて学生が担うことになり、「保育者の絵本の読み聞かせを見て学ぶ」機会がその分減って
しまうという矛盾があるようだ。しかし、その少ない機会からも、絵本読み聞かせという
活動の枠だけにとどまらず、絵本で読み聞かせた話から子どもが抱いた興味関心を、その
後の手洗いなどの生活面に即興的に繋げていく場面などを観察し、保育の展開の巧みさを
見て取っている。これも、保育の現場ならではの学びだと言えるだろう。 
学生が特に最初の実習で苦労したと述べる絵本選びについて、学生たちは最初は手掛か
りにするものがなく、絵本に付けられた対象年齢表示などを参考にしたり、授業で紹介さ
れた本をそのまま取り入れたりしている。鈴木（2016）は授業の中で学生同士で絵本ビブ
リオバトルを行った結果、学生が絵本選択において言語表現を重視していることを明らか
にしている。絵本は、文章と絵がともにその作品世界を形作るものであり、その両者は不
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可分であるが、学生は国語科の教材のように文章で語られる内容を子どもに教えることが
絵本の役割だと漠然と感じているのかもしれない。いずれも子どもの視点を中心に据えて
いるとは言えない絵本の選び方である。授業においては、幼稚園教育要領のねらいと内容
などの学びとともに、子どもの言語の発達における絵本の意義も伝えているのだが、表面
的な理解にとどまり、それらの知識が絵本選びに繋がっていかない。しかし、実習中に何
度も機会を得て絵本の読み聞かせを行うことを通じて、徐々に子どもの視点を獲得してい
く。例えば、同じ絵本でも年齢によって面白がる点が違うということなども、実習での読
み聞かせの反応から実感していくと言えよう。 
②現場ならではの現実への気づき 
実習を通してプラスの気づきを得る一方で、学生たちは、絵本が時間つなぎのために使
われている場面や、丁寧な導入を経て子どもの気持ちを絵本に引き付けていくのではなく
決まりきった「絵本のうた」などを用いて「この歌を歌ったら静かに絵本を見る姿勢を取
る」と習慣づけられている子どもの姿を目にして違和感を感じてもいる。これらは、その
園ごとの事情や考えによるものでもあるが、その学生なりに授業での学びなどから形作ら
れた「こうあってほしい」という子どもの姿がそれぞれの中にあるからこそ、「何か違う」
という感想を持つに至ったのだろう。 
＜授業における学び＞ 
①授業での学びの有用性の実感 
授業の学びの中で「絵本の読み聞かせ」を漠然と捉えている段階では、子どもの生活の
長期的・短期的な流れの中での位置づけを実感するのは困難で、子どもの具体的な姿や成
長の様子を結び付けてとらえることも難しい。しかし実習を経て、授業内で学ぶ事柄から
「あの時のあの子どものあの行動」というように具体的な子どもの姿が浮かぶようになっ
てくると、それぞれの学びが関連性をもって捉えられるようになってくる。そして学んだ
ことの有用性を実感することにつながる。特にインタビューでは、この点について筆者の
授業で指導案を書く時に出した「読み聞かせが始まる前と後の活動への保育者とのつなぎ
についても指導案の中に記入すること」という指示に対して、初めての実習の時はこの授
業をまだ受けていなかったのでできていなかったが、2 年生の前期の授業で学んで実習に
取り入れることができたと述べられている。このようにして、授業で学んだことを実習で
生かしながら、授業と実習の往還による自身の成長の手ごたえを得られている。 
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②授業での学びへの批判的検証 
授業での学びを生かしながら実習を経験する中で、授業で学ぶ内容に偏りがあることを
感じている。絵本の読み聞かせの導入が手遊びに偏りがちで、実習経験の少ない下級生が
導入としての手遊びにこだわりすぎていること、自身も 1 年生の時はそう思っていたこと
などが語られている。また、筆者の授業で、授業開始後に毎回短い時間でできるちょっと
した遊び（語りと切り紙で展開する短いあてっこ遊び、ことば遊び歌やクイズのアレンジ
など）を紹介したり、授業で素話やことば遊び（なぞなぞ、しりとりのバリエーション、
つながり言葉、早口言葉など）を行ったことでの学びに触れ、部分実習として子どもの前
で何かできる短い時間をもらった時に、絵本以外の選択肢が浮かばなかったという経験か
ら、1 年生の段階から絵本以外の言語文化材を学びたいという希望が語られた。以上のよ
うな、授業での学びに関する要求や批判的な意見も、実習を経て自分に必要なものや知っ
ておくべきだったと思うことが見えてきたからこそだと考える。その一方で、短大 2 年間
では学ぶ内容に限りがあると理解していることにも言及し、できていない部分や自分の弱
みと思った部分は自分で補完しようともしている。 
③模擬保育の意義の再確認 
学生は実習での学びを経て、授業内での模擬保育の意義について再確認している。相手
が実際の子どもではなく学生である点で実習と全く同じというわけにはいかないが、学生
同士見合うことで自分のできていない点を指摘しあうことに模擬保育の意義を感じている。
また、今回のインタビューでは言及されなかったが、他の学生の模擬保育に対して一緒に
見ている教員がどのように評価をするかも、学生にとって学びになるのではないアカ。し
かし、知り合い同士のために思った通りのことを言えなかったり、自分もできていないの
に指摘しづらいという気持ちも持っていたりするため、その点を改善していくことでより
模擬保育が意義深いものになると考えられる。「自分もできていないからこそ指摘しあう」
という前向きな姿勢を互いに持つ壱岐氏改革も効果的であろう。常深(2017）は講義、演
習形式の授業で理解したはずの知識が定着しづらいケースを取り上げ、それらの知識を「身
についた知」(身体化認知)とするための必須活動として保育所実習・教育実習を位置づけ
ることを提唱している。しかし実習では園によっては、行事予定などによって十分な責任
実習や振り返りなどが行えない場合もある。その補完として、模擬保育を行い学生の身体
化認知を進める可能性も考えられる。 
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まとめ 
以上で得られた知見をまとめていきたい。 
学生は授業で学んだ知識や技術をもって実習に臨み、また学校に戻って来て、実習の振
り返りを行いつつ授業で学び、という行き来を繰り返しつつ学びを深めていく。今回は特
に実習で必要とされることの多い絵本の読み聞かせに関する学びについて学生にインタビ
ューで尋ねた。その分析から考えられる授業の改善のポイントをいかに上げる。 
一つ目に、現場では学びづらい可能性のある指導案について、理論面も含めて十分に指
導することである。行き当たりばったりではなく、しっかりと予想を立てねらいを持って
絵本を保育の場に取り入れていくことは、予想と違った結果になったとしても振り返りを
充実したものにし、自己の課題が明確になる。またなにより、実習生といっても子どもに
とっては保育者であるから、ただ絵本を読んで楽しければいいというものではなく、意図
やねらいを持って保育を行うことの重要性を授業の場で伝えることにつながると考える。 
二つ目に、他科目との連携を強化し、「保育内容指導法 言葉」の開講時期を考慮しな
がら、1 年次から多様な実践の在り方を示しながら授業を行うことである。今回のインタ
ビューでは、特に一年次に絵本の導入として手遊び中心で教わることと、言語表現教材と
して絵本が中心となっていることが、卒業を前にして不満に感じられる、他のことも早め
に触れておきたかった、という内容が語られていた。これは、余裕が出てきた 2年の終わ
りだからこそ出た感想ととらえることもできる。 
三つ目に、模擬保育の導入とその方法の改善である。学生は模擬保育に、実習に行く前
に実際にやってみる、試してみる場としての意義と、他学生の実践を見て自らができてい
ないことに気付く場、他学生に見てもらい指摘してもらう場としての期待も持っているこ
とが語られている。それらがさらに充実したものとなるように、コメントの匿名性を確保
する(例:コメントカードをいったん教員が集め、集約した形で伝える)、良いと思った点と
改善が必要だと思った点を必ずどちらも書くような様式のコメント用紙とするなど、今回
出た改善点を授業に生かしていきたい。 
保育者の専門性を高めることの必要性が叫ばれて久しい。そのためにも、自ら学びたい
という姿勢と、学び方を身に着けた学生を育てていくことが養成校に求められていると考
える。井上(2010)が「『講義で学んだことを実習中に思い返し、実習で得たものを講義で思
い出す』この連鎖をうまく学生の自発的な学びに繋げられたら今より確かな実践力として
自信が持てるのではないか」と述べているように、理論と実践は不可分であり、「なぜこの
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ようなことを学ぶのか、必要なことなのか」と授業内容に不満を漏らしていた学生が、実
習を終えてから「あの時に授業で聞いたことの大切さがわかった」と言ってくることもあ
るように、ある程度経験しないと重要性が理解できないということもある。今回のインタ
ビューでも、あの時は分かっていなかった、後になって分かったという語りが散見された。
今回明らかになった授業の改善点を授業に取り入れるとともに、先輩たちの学びの軌跡を
学生に事例として紹介し、今現在の学びの位置づけを示していくことも、学ぶ意欲や学び
方への視点を示していくことに繋げていけるのではないだろうか。 
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要旨 
A Study of Childcare Contents Instruction Method “Language” : 
A Focus on Connection with Experience in Practical Training 
   
Satoko YAMAMOTO 
 
本研究では、「保育内容指導法 言葉」の授業と実習での、絵本の読み聞かせを中心と
した学びについての学生の振り返りを通して、学生の学びの実感の様相を明らかにし、保
育者養成課程における「保育内容指導法 言葉」の授業実践の改善の手掛かりを得ること
を目的として、卒業を間近に控えた 2 年生の学生へのグループインタビューを行い、比較
的小規模のデータを明示的な手続きで理論化する手法である SCATを用いて分析を行った。
その結果、学生の振り返りから、学生らの短大での絵本の読み聞かせを中心とした「保育
内容指導法 言葉」に関連した学びを構成する要素として、実習においては①実践重視、
②現場ならではの現実への気づき、授業においては①授業での学びの有用性の実感、②授
業での学びへの批判的検証、③模擬保育の意義の再確認の 3点が浮かび上がった。 
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